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日
月
叩
日
、
須
坂
市
農
業
委

員
会
農
業
後
継
者
対
策
部
会
で
、

姉
妹
都
市
・
神
奈
川
県
三
浦
市

の
「
三
崎
港
町
ま
つ
り
」
に
参

加
し
、
恒
例
の
農
産
物
の
直
売

を
行
い
ま
し
た
。

三
浦
市
三
崎
水
産
物
地
方
卸

売
市
場
で
の
開
催
は
今
年
で
最

後
に
な
る
た
め
、
昨
年
の
仰
い
時

よ
り
多
く
の
農
産
物
を
(
リ
ン

ゴ
、
ブ
ド
ウ
、
お
米
)
須
坂
か

ら
持
ち
込
ん
で
販
売
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
朝
か
ら
あ
い
に
く

の
小
雨
模
様
で
し
た
が
、
午
前

8
時
の
販
売
時
間
の

1
時
間
前

か
ら
お
客
様
が
並
び
始
め
、
開

始
時
間
に
は
約
制
人
の
行
列
が

で
き
る
盛
況
ぶ
り
で
、
午
後
2

時
の
ま
つ
り
終
了
時
間
を
待
た

ず
、
午
前
日
時
過
ぎ
に
完
売
と

な
り
ま
し
た
。

シ
ナ
ノ
守
コ
ー
ル
ド
、
シ
ナ
ノ

ス
イ
l
ト
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
が
人
気
で
す
が
、
シ
ナ
ノ
ホ
ッ

ペ
や
ナ
ガ
ノ
パ

l
プ
ル
も
僅
か

で
す
が
販
売
し
大
変
好
評
で
し

た。
須
坂
産
の
農
産
物
を
待
ち
焦

が
れ
る
多
く
の
フ
ァ
ン
の
皆
様

に
販
売
す
る
中
、
人
気
の
高
さ

を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

農
業
後
継
者
対
策
部
会
長
の

神
林
成
子
委
員
は

「
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
を
一
粒
食
べ
て

『
ワ
ァ

l
す
ご
く
お
い
し
い
/
』

そ
の
声
が
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
機
会
が
あ
っ
た
ら
出
か
け

て
、
信
州
須
坂
の
農
産
物
を
食

べ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
」

と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

。須坂市農業委員・農地利用最適
化推進委員定数条例制定

O認定農業者について
O経営体育成支援事業について
O農地パトロール・農地利用意向
調査について

O農地の下限面積制度
O新規就農者紹介
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一
農
業
委
員
・
農
地
利
用
一

一
最
適
化
推
進
委
員
の
一

定
数
条
例
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
一

平
成
お
年
9
月
須
坂
市
議
会

定
例
会
に
お
い
て
、
農
業
委
員

定
数
日
人
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
定
数

7
人
と
す
る
条

例
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
農
業
委
員
の
任
期
は

平
成

m年
7
月
ま
で
で
す
の
で
、

以
後
の
農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
か
ら
新
し
い

定
数
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

農
業
委
員
は
、
農
業
者
等
の

推
薦
・
募
集
の
結
果
を
尊
重
し

て
、
市
長
が
議
会
の
同
意
を
得

て
任
命
し
ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化
委
員
は
、

農
業
者
等
の
推
薦
・
募
集
の
結

果
を
尊
重
し
て
、
定
め
ら
れ
た

区
域
ご
と
に
農
業
委
員
会
が
委

嘱
し
ま
す
。

ま
た
、
農
業
委
員
は
原
則
と

し
て
認
定
農
業
者
が
過
半
数
を

占
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

平成28年12月 1日
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りましょう場~
認定農業者とは・・・

農業で頑張っていく方が、自分の経営改善計画をたて、これを市が認定し「農業のスペシャリスト」

として農業経営の発展を目指すものです。認定農業者には各種支援措置があります。

~署長

認定を受ける手続き

認定を受けようとする方は、 5年後を見通して、自分の経営をどういう方向に改善・発展させていくのか、それをどのような方

法で実現させていくのかを見据えて改善計画を作り、市農林課に提出します。提出された計画書は、市農林課・長野農業改良普

及センタ-・ JAによる審査の後、市長が認定します。

0認定農業者のメリッ卜

資金の融資 【取扱窓口 JA等の金融機関】

.認定農業者のための有利な制度資金

資金名
農業経営改善促進資金 農業経営基盤強化資金

農業近代化資金
(スーノ~- S) (スーノfーL)

資金使途
種苗代、肥料・飼料代等の短 農地取得、機械・施設整備、 農業施設、機械の取得及び改

期運転資金 負債整理等 良等長期運転資金

貸付限度額
個人 5百万円 個人 3億円 個人 1千 8百万円

法人 2千万円 法人 10億円 法人 3千 6百万円

償還期間 1年以内(更新可能) 25年以内(据置10年以内) 15年以内(据置 5年以内)

。スーパー L資金の金利負担軽減措置

人・農地プランへ位置づけられた認定農業者には、貸付当初 5年間金利負担軽減(実質無利子)。

。無担保・無保証によるクイック融資

500万円以下の資金を、無担保・無保証、最短 1週間で融資の可否を判断する制度

認定農業者及び農業近代化資金の貸付対象となる集落営農組織

※スコアリング手法(企業経営診断手法)により経営実績が一定格付け以上と判断された者

スーパー L資金(安定化長期資金を除く資金)、農業近代化資金

対象者

0詳しくは JA、日本政策金融公庫などの融資機関に御相談ください。

0資金の借り入れには、申し込みから融資まで数ヶ月かかる場合がありますので、希望される方は早めに JA等の金融機関融資担

当者にご相談ください。

問合せ 農林課 包 026-248-9004

対象資金

夕、
0あなたの老後生活への備えは十分ですか?

農業者年金へは国民年金第 1号被保険者で、年間60日以上農業に従事する60歳未満の方ならどなたでも加入できます。

O税制面で大きな優遇措置があります/

支払った保険料は全額社会保険料控除の対象となります。

夕、夕、，ー〆農業:董年釜窓生漉闘の盤fi夕、夕、夕、

農業委員会事務局 (fi026-248-901 5) 
JAながの須坂支所総務課(宮026-245-1300) 

問合せ
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こ
の
事
業
は
、
人
・
農
地
プ

ラ
ン
に
位
置
付
け
ら
れ
た
中
心

経
営
体
等
が
、
農
業
経
営
の
発

展
・
改
善
を
目
的
と
し
て
、
金

融
機
関
か
ら
の
融
資
を
活
用
し

て
農
業
用
機
械
等
を
取
得
す
る

場
合
に
、
取
得
経
費
か
ら
融
資

等
の
額
を
除
い
た
自
己
負
担
額

に
つ
い
て
助
成
す
る
国
の
事
業

で
す
。来

年
度
の
事
業
要
望
に
つ
い

て
、
下
記
の
と
お
り
募
集
を
行

い
ま
す
の
で
、
要
望
の
あ
る
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
に
お
い
て
ポ
イ
ン
ト
化
に
よ

る
点
数
の
高
い
順
に
よ
り
採
択

ょ
ラ
ノ

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
事
業
内
容

は
今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

助
成
対
象
と
な
る
事
業
内
容

川
農
産
物
の
生
産
、
加
工
、
流

通
、
販
売
そ
の
他
農
業
経
営

の
開
始
若
し
く
は
改
善
に
必

要
な
機
械
又
は
施
設
の
改
良
、

造
成
、
復
旧
若
し
く
は
取
得
。

※
残
存
耐
用
年
数
が
お
お
む
ね

5
年
以
上
初
年
以
下
の
も
の

(
中
古
農
業
用
機
械
で
あ
る

場
合
に
は

2
年
以
上
)
。
原

則
と
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
・
運

搬
用
ト
ラ
ッ
ク
・
倉
庫
等
農

農
地
漏れ
tp
E

測
周
書
簡
ι

平成28年12月 1日

耕
作
ま
た
は
保
全
管
理
が
な

さ
れ
て
い
な
い
遊
休
農
地
や
、

無
許
可
で
農
地
以
外
に
使
用
し

て
い
る
農
地
が
あ
る
か
な
ど
を

確
認
す
る
た
め
、

8
月
か
ら

9

月
に
か
け
て
、
農
地
の
利
用
状

況
調
査
(
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
)

を
全
市
域
で
実
施
し
ま
し
た
。

遊
休
農
地
と
確
認
さ
れ
た
場

(3) 

合
は
、
農
地
法
の
規
定
に
基
づ

き
「
自
ら
耕
作
ま
た
は
保
全
管

理
す
る
か
」
「
農
地
中
間
管
理

事
業
を
利
用
し
て
誰
か
に
貸
し

付
け
る
か
」
な
ど
、
所
有
者
の

方
に
今
後
の
農
地
の
利
用
意
向

を
確
認
す
る
た
め
の
「
利
用
意

向
調
査
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
回
答
期
限
ま
で
に
利
用
意

業
経
営
の
用
途
以
外
の
用
途

に
容
易
に
供
さ
れ
る
よ
う
な

汎
用
性
の
高
い
も
の
で
な
い

こ
と
。

ω農
地
等
の
改
良
、
造
成
又
は

復
旧
。

ω個
々
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
、

単
年
度
で
完
了
す
る
こ
と
。

ω事
業
費
が
整
備
内
容
ご
と
に

日
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。

助
成
額

取
得
に
要
す
る
経
費
の

3

/
日
以
内
で
す
。

上
限
額

1
経
営
体
当
た
り
抑
万
円

た
だ
し
、
取
得
後
に
資
格
要

件
が
欠
け
た
場
合
、
返
還
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
合
せ
農
林
課

8
0
2
6
2
4
8
9
0
0
4
 

向
調
査
の
回
答
が
な
い
」
「
表

明
し
た
意
向
ど
お
り
に
農
地
を

利
用
し
て
い
な
い
」
な
ど
の
場

合
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構

(
県
農
業
開
発
公
社
)
の
協
議
を

勧
告
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

勧
告
の
対
象
と
な
っ
た
農
地
に

つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
が
増

額
(
凶
倍
)
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ

農
地
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方

は
、
耕
作
ま
た
は
適
切
な
保
全

管
理
を
引
き
続
き
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の

利
用
権
の
設
定
等
の
取
扱
い
に

つ
い
て
見
直
し
ま
し
た

農
地
の
権
利
移
転
に
つ
い
て
、

申
請
書
類
の
ほ
か
に
営
農
の
実

績
等
を
考
慮
し
所
有
権
移
転
の

審
査
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

新
夢
枕
農
等
促
進
の
観
点
か
ら
、

今
後
は
申
請
書
類
と
営
農
計
画

書
等
に
よ
り
審
査
を
行
う
こ
と

ん」
1
し
土
品
1
し
ゃ
ん
。

問
合
せ
農
林
課

8
0
2
6
1
2
4
8
1
9
0
0
4
 

(
直
通
)

農
地
法
第
3
条
の

下
限
面
積
を
定
め
ま
し
た
/

転
居
、
転
入
(
移
住
定
住
)
、

w

就
農
を
図
る
た
め
、
次
の
要
件
駅

に
該
当
す
る
農
地
に
つ
い
て
は
、

hp
 

下
限
面
積
を

1
ア
ー
ル
と
し
ま
叫a

 

す

。

昭

n
 

(

農

地

法

施

行

規

則

回

a
 

第
打
条
第
2
項
関
係
)
叩

③
所
有
宅
地
に
隣
接
す
る
1
7
1
叫

ル
以
上
目
ア

l
ル
未
満
の
農
州

地
(
準
ず
る
農
地
を
含
む
)

内

②
遊
休
農
地
又
は
遊
休
化
の
恐
同

れ

の

あ

る

農

地

れ

③
集
団
的
な
農
地
利
用
、
農
作
印

業
の
共
同
化
等
に
支
障
の
な
れ

い

農

地

村

手
続
き
の
流
れ

鼠

所

有

者

か

ら

の

申

し

出

討
ジ

(
申
請
)↑

ム

農

業

委

員

が

現

地

調

査

ト

一

市

モ

坂

農
業
委
員
会
総
会
で
適
否
を

須

決
定
し
、
適
の
場
合
は
告
示
伽

(
そ
の
農
地

1
筆
を

一
つ
の
区

錨

域
と
し
て
随
時
設
定
)

釣総会

問
合
せ
農
業
委
員
会
事
務
局

頚

2
0
2
6
1
2
4
8
1
9
0
1
5
麟

(
直
通
)
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巴
位
置
づ
け
ら
れ
定

愛
知
県
出
身
で
、
平
成
お
年

に
須
坂
市
へ
移
住
し
、

2
年
間

里
親
研
修
を
経
て
、
今
年
か
ら

就
農
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
農
業
の
経
験
が

少
な
い
私
に
親
身
に
な
っ
て
ご

Eコ
下774 第

、

⑨ 
頑張ってくれる
R 従業員のために・・・

そんな祉轟さんの思いを、

国の退聴金制度『中退共』がサポートします。

現
在
は
、
研
修
中
に
教
え
て

頂
い
た
ワ
イ
ン
用
の
ブ
ド
ウ
と

生
食
用
の
ブ
ド
ウ
両
方
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
夫
婦
二
人
で
毎

日
、
右
往
左
往
し
な
が
ら
栽
培

し
て
お
り
ま
す
。
当
た
り
前
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
気
候
が
違
っ

た
り
、
生
育
状
況
が
違
っ
た
り

す
る
の
で
、
奥
が
深
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
経
験
が
浅
い
の
で
、

昨
年
と
違
っ
た
こ
と
が
起
こ
る

と
動
揺
し
て
し
ま
う
場
面
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
た
び
に
、
ま

わ
り
を
見
渡
す
と
、
平
然
と
農

作
業
を
さ
れ
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン

農
家
さ
ん
と
の
技
術
レ
ベ
ル
の

違
い
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

須
坂
市
に
は
模
範
と
な
る
農

家
さ
ん
が
、
数
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

指
導
い
た
だ
い
た
里
親
さ
ん
を

は
じ
め
、
地
域
の
み
な
さ
ん
や

J

A
の
万
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

須
坂
で
就
農
を
目
指
し
た
き
っ

か
け
で
す
が
、
初
代
の
こ
ろ
日

本
全
国
を
旅
す
る
中
で
、
農
業

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
経
験
し
農
業

に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
か
ら
で

す。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
農
業

を
調
べ
て
い
く
中
で
、
フ
ル
ー

ツ
を
作
っ
て
み
た
い
と
の
思
い

が
強
く
な
り
、
一
大
産
地
で
あ

る
須
坂
に
た
ど
り
つ
き
ま
し
た
。

.掛金を助成・全額非課税.カンタン管理

一一一一家族従業員の加入もOK! 一一一一

事業主と生計をーにする同居の親族のみを
雇用する事業所の従業員も加入できます。

*他の退職金・企業年金制度等とのポータビリティも可能です。

詳しくはホームページをご覧ください。巨亘己匝忌

(独)勤労者退聴金共済機構中小企業退職金共済事業本部

TEL (03)6907-1234 FAX (03)5955・8211
須坂商工会纏所 TEL (026) 245 -0031 ノ

明夫胸4E主主通ヨ歪白 ~謡曲f
長野県内の 4地域の農業共済組合(東信、南信、中信、

北信農業共済組合)はこの秋、各組合で臨時総代会を開催
し、来年 4月 1日合併することを承認しました。
農業情勢が大きく変化する中、農業災害対策の基幹的な

制度である NOSAI制度を将来にわたり安定的に運営す
るため、国の指導に基づき、より一層合理的で効率的な事
業運営体制を目指して進めてきたものです。

10月11日に 4組合及び県連合会による合併予備契約の調
印を行い、北信地域を管内とする北信農業共済組合は11月
1日に臨時総代会を開催し合併議案が承認されました。
合併後の新組合の名称は「長野県農業共済組合 (N0 S 

A 1長野)Jとなり組合員数は約12万3000人で全国一 (2014
年度実績)となります。
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